
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦

22 - 17
21 - 21
27 - 10

Ｃ 27 - 11
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 6 12 1 2 3 1 2 3 0 0 2 0
10 * 2 8 4 8 1 1 0 1 2 3 1 1 0 0
13 * 1 4 9 14 1 2 1 2 2 4 0 4 2 0
34 * 0 0 4 7 0 0 1 5 5 10 3 1 4 0
77 * 4 8 0 4 0 0 1 2 4 6 1 0 2 0
2 0 0 1 2 3 0 0 1 1 4 5 1 4 1 0
4 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 4 10 2 3 3 4 3 2 4 6 2 0 1 0
55 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
85 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
11 32 29 55 6 9 11 16 25 41 9 10 12 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
10 * 0 4 3 5 0 0 3 2 3 5 5 6 0 0
20 * 1 8 3 7 2 2 1 1 3 4 1 0 0 0
21 * 0 1 1 5 0 0 3 2 0 2 0 1 0 0
22 * 0 0 5 7 0 1 1 3 2 5 2 1 0 0
55 * 0 0 7 12 2 3 1 3 7 10 3 0 0 0
1 0 1 3 2 6 0 3 1 0 1 1 1 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
31 0 0 0 0 1 3 4 0 0 2 2 5 1 0 0
72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
86 0 0 0 0 0 0 0 4 2 1 3 0 0 0 0
91 0 0 3 2 3 0 0 1 1 2 3 2 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 5 5 0
2 19 23 46 7 13 15 14 27 41 20 10 0 0

RATE 10.5% 50.0% 53.8%

Team / Coach: 鳥　和成 -
合　　　計 59 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

萩原 和輝 0 15
佐野 健太 4 20

山本 航平 3 9
清水 悠貴 0 2

森下 颯 7 19
三枝 一輝 0 3

星川 貴 10 17
三島 大知 16 32

五島 聖也 11 28
三枝 皐 2 24

ST BS MIN

古家 直樹 6 29
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大阪経済大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 97 200
RATE 34.4% 52.7% 66.7%

0 - -
Team / Coach: 天田　英彦

0 - -
0 - -

北本 哲也 0 2
0 - -

新宅 悠三 19 21
香川 淳 0 7

村上 直也 2 3
木村 大倫 2 1

井上 智博 12 27
安藤 渉 4 22

隅谷　篤司 副審 那須　弘幸

小椋 祐波 22 35
杜 家騰 8 21

BS MIN

藤原 卓也 13 27
古香 亮介 15 33
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記録 関西学生バスケットボール連盟

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評

97 59

敗チーム

大阪経済大学

林　生人（関外大）

開始時間 17:00
会　　場 近畿大学記念会館
コ ー ト 勝ち点8

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.09.22
流通科学大学

勝ち点7
試合ＮＯ 240
戦評
序盤から両者とも一歩も譲らず、持ち味を存分に発揮する展開となる。流通科学大学が序盤何度か流れに乗ろうと
するが、大阪経済大学がハーフコートオフェンスで、ポストプレーや外のシュートで粘る。流科大の#13小椋#34杜の
ガッツ溢れるプレイやオフェンスリバウンドで一気に流れを持っていく。これに対して大経大は、必死に喰らいつこう
とするも流科大が#12新宅の外角のシュートなど巧みなオフェンスで突き放し完全に流科大のペースになり、気づい
てみれば97-59と流科大が大差で勝利を収めた。第１ピリオド、試合開始とともに両者気迫のディフェンスで互いに
点を与えない。そんな中、流科大の激しいディフェンスから甘いパスをスティールし流れを引き込もうとするが、大経
大も得意なハーフコートオフェンスで簡単に流れを渡さない。しかし、流科大#13小椋がポストプレイや外からのドラ
イブなど、巧みなプレイでスコアを重ね少しずつ点差を離し、22-17流科大が5点リードで第１ピリオドを終了する。第
２ピリオド開始直後、流科大の速攻から#12新宅#77井上#10古香が３連続得点を決め流れに乗り9点差とする。対す
る大経大は、#1森下のドライブからのアシストで#55三島がファウルを誘いフリースローを2本共決めると、勢いに乗っ
た大経大は#1森下のレイアップシュートなどの猛攻を魅せ、首位攻防戦は激しい展開を見せる。その後、両チーム
均衡が破れないまま第２ピリオド終了かと思われたが、大経大#1森下の３Ｐシュートで5点差に迫り第２ピリオドを終了
する。第３ピリオド開始から、流科大は#13小椋と#77井上の３Ｐシュート、#34杜のシュートで連続得点し大経大を突
き放そうとする。それに加え、#13小椋#34杜のガッツ溢れるオフェンスリバウンド、#10古香のバスケットカウントで一
気に流れを持っていく。対する大経大は、この流科大のペースを断ち切ろうと必死のデフェンスをするが、流科大
#13小椋の力強い個人技や、ハイポストを上手く使った流れるプレーからの#12新宅の３Pシュートで大経大を一気に
突き放し、70-48流科大リードで最終ピリオドに突入。第４ピリオドは追いかける大経大の#91佐野がミドルシュートを
しっかり沈め、激戦の火蓋がきられた。がしかし、第３ピリオドで勢いに乗った流科大の爆発的なオフェンス力は留ま
ることを知らない。大経大コーチ陣は80-52と28点離されたところでたまらずタイムアウトを取った。しかし、流科大は
次々と得点を重ね、首位攻防戦と言われたこの試合も、大経大が勝利への執念を見せるも届かず、97-59と流科大
が勝利を収めた。

主審


